
 

エーザイ株式会社 

2021年3月期 

連結財務諸表注記（法人所得税） 

 

 (1) 法人所得税 

各連結会計年度における法人所得税の内訳は、次のとおりです。 

(単位:百万円) 
 

 
当連結会計年度 

(自 2020年4月 1日 
至 2021年3月31日) 

前連結会計年度 
(自 2019年4月 1日 
至 2020年3月31日) 

当期税金費用(注1) (注2) 12,069 3,938 

繰延税金費用 △ 2,001 1,659 

合計 10,068 5,596 

(注1) 前連結会計年度において、当社グループにおける日米間の資金偏在を解消するため、当社の連結子会社である

Eisai Corporation of North America（米国）は、払込資本の払戻しとして、当社へ54,514百万円を支払いまし

た。この結果、当社にて税務上の譲渡損失等が発生し、法人所得税が23,297百万円減少しています。 

(注2) 各連結会計年度において、法人所得税の不確実性の評価による負債の変動額は、法人所得税の当期税金費用に含ま

れています。 

法定実効税率と実際負担税率との調整は次のとおりです。実際負担税率は、税引前当期利益に対する法人所得税の

負担割合を表示しています。 

当社は主に法人税、住民税及び事業税が課されており、これらを基礎として計算した法定実効税率は30.5％となっ

ています。ただし、海外子会社については、その所在地における法人税等が課されています。 

(単位:％) 
 

 
当連結会計年度 

(自 2020年4月 1日 
至 2021年3月31日) 

前連結会計年度 
(自 2019年4月 1日 
至 2020年3月31日) 

法定実効税率 30.5 30.5 

   試験研究費の法人税額特別控除                         △5.5                         △5.2 

   連結子会社との税率差等                        △4.8                         △0.0 

   過年度法人税等                         △2.1                         △0.2 

   事業税付加価値割                           1.1                           0.5 

交際費等永久に損金に算入されない項目 1.1 1.0 

法人税の不確実性評価額 0.5 △5.7 

未認識の繰延税金資産 △0.5 0.7 

米国子会社からの払込資本の払戻し － △18.2 

その他 △1.0 0.8 

実際負担税率 19.2 4.4 

  



 

(2) 繰延税金資産及び繰延税金負債 

各連結会計年度における繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、次のとおりです。 

当連結会計年度(自 2020年4月1日 至 2021年3月31日) 

(単位:百万円) 
 

 2020年4月1日 
損益として 

認識 

その他の包括 
利益として 

認識 
2021年3月31日 

繰延税金資産     

委託研究費 13,974 2,360 － 16,334 

試験研究費の法人税額特別控除 27,323 1,372 － 28,696 

退職後給付に係る負債 2,300 2,288 △1,401 3,187 

減価償却費及び償却費 1,519 998 － 2,517 

未払賞与 3,932 △839 － 3,093 

税務上の繰延資産 9,470 349 － 9,818 

棚卸資産未実現利益 15,664 △2,593 － 13,071 

繰越欠損金 1,216 △301 － 914 

その他 18,637 △1,175 △54 17,408 

小計 94,035 2,459 △1,455 95,039 

繰延税金負債     

無形資産 18,957 96 － 19,054 

減価償却費及び償却費 2,622 △749 － 1,873 

その他の包括利益を通じて 

公正価値で測定する金融資産 
5,585 － 965 6,551 

その他 1,001 149 － 1,150 

小計 28,165 △503 965 28,627 

純額(注1) 65,870 2,962 △2,420 66,412 

(注1) 損益として認識した額の純額と繰延税金費用の額との差額は、主に繰延税金資産と純額で表示される法人所得税の

不確実性の評価による負債に係る当期税金費用の計上額及び為替の変動によるものです。  



 

前連結会計年度(自 2019年4月1日 至 2020年3月31日) 

(単位:百万円) 
 

 2019年4月1日 
損益として 

認識 

その他の包括 
利益として 

認識 
2020年3月31日 

繰延税金資産     

委託研究費 14,237 △263 － 13,974 

試験研究費の法人税額特別控除(注1) 19,156 8,167 － 27,323 

退職後給付に係る負債 4,330 △3,307 1,276 2,300 

減価償却費及び償却費 1,442 77 － 1,519 

未払賞与 4,214 △283 － 3,932 

税務上の繰延資産 2,848 6,622 － 9,470 

棚卸資産未実現利益 9,682 5,983 － 15,664 

繰越欠損金 1,706 △490 － 1,216 

その他 22,764 △4,028 △99 18,637 

小計 80,380 12,478 1,177 94,035 

繰延税金負債     

無形資産 13,652 5,305 － 18,957 

減価償却費及び償却費 1,802 819 － 2,622 

その他の包括利益を通じて 

公正価値で測定する金融資産 
9,075 － △3,490 5,585 

その他 1,078 △77 － 1,001 

小計 25,608 6,047 △3,490 28,165 

純額(注2) 54,772 6,431 4,667 65,870 

(注1) 前連結会計年度において、IFRIC第23号「法人所得税の税務処理に関する不確実性」を遡及適用し、経過措置に従

って、適用開始の累積的影響を適用開始日（2019年4月1日）に認識する方法を選択しています。これにより、適用

開始日現在の連結財政状態計算書において、繰延税金資産が13,570百万円減少しています。 

(注2) 損益として認識した額の純額と繰延税金費用の額との差額は、主に繰延税金資産と純額で表示される法人所得税の

不確実性の評価による負債に係る当期税金費用の計上額及び為替の変動によるものです。 

 

各連結会計年度における繰延税金資産及び繰延税金負債は、次のとおりです。 

(単位:百万円) 
 

 
当連結会計年度末 
(2021年3月31日) 

前連結会計年度末 
(2020年3月31日) 

繰延税金資産 66,923 66,438 

繰延税金負債 511 569 

純額 66,412 65,870 

  



 

(3) 未認識の繰延税金資産 

当社グループは、その便益を利用するために必要となる将来の課税所得が発生する可能性が高くない場合、繰延

税金資産を認識していません。繰延税金資産を認識していない将来減算一時差異等の内訳は、次のとおりです。 

(単位:百万円) 
 

 
当連結会計年度末 
(2021年3月31日) 

前連結会計年度末 
(2020年3月31日) 

将来減算一時差異 3,910 4,040 

税務上の繰越欠損金(注1) 10,752 9,715 

繰越税額控除(注2) 5,304 5,502 

合計 19,965 19,257 

 

(注1) 繰延税金資産を認識していない税務上の繰越欠損金の失効期限別内訳は、次のとおりです。 

(単位:百万円) 
 

 
当連結会計年度末 
(2021年3月31日) 

前連結会計年度末 
(2020年3月31日) 

1年内 － － 

1年超5年内 677 326 

5年超 10,074 9,389 

合計 10,752 9,715 

 

(注2) 繰延税金資産を認識していない繰越税額控除の失効期限別内訳は、次のとおりです。 

(単位:百万円) 

 
当連結会計年度末 
(2021年3月31日) 

前連結会計年度末 
(2020年3月31日) 

1年内 90 134 

1年超5年内 46 204 

5年超 5,168 5,164 

合計 5,304 5,502 

 

(4) 繰延税金負債を認識していない子会社への投資に関する一時差異 

当連結会計年度における繰延税金負債を認識していない子会社への投資に関する一時差異は、333,038百万円(前

連結会計年度は285,551百万円)です。なお、当該一時差異に対しては、一時差異の解消時期を当社がコントロール

でき、かつ予測可能な期間内に当該一時差異が解消しない可能性が高い場合には認識していません。 


